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●
イ
ン
ド
障
害
者
法
（
一
九
九
五
）
と

そ
の
骨
子

イ
ン
ド
に
は
、
非
常
に
よ
く
で
き
た
法
律
と
言

わ
れ
る
障
害
者
法
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

が
、
同
法
は
そ
の
一
方
で
施
行
の
実
際
面
で
は
大

変
に
立
ち
遅
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い

る
。
こ
の
イ
ン
ド
障
害
者
法
は
、
簡
単
に
ま
と
め

る
と
以
下
の
よ
う
な
内
容
を
持
つ
。

イ
ン
ド
障
害
者
法
（
一
九
九
五
）
の
正
式
名
称

は
、T

he Persons w
ith D

isabilities 

（E
qual O

p-

portunities, Protection of R
ight and Full Partici-

pation

） Act, 1995

で
あ
る
。
一
九
九
五
年
一
二
月
、

ナ
ラ
シ
ム
ハ
・
ラ
オ
政
権
の
下
で
わ
ず
か
一
日
で
、

イ
ン
ド
上
下
院
で
成
立
（
短
期
で
実
現
し
た
が
、

も
ち
ろ
ん
そ
の
成
立
ま
で
の
時
期
に
は
、
多
く
の

障
害
当
事
者
に
よ
る
座
り
込
み
を
は
じ
め
と
す
る

直
接
行
動
や
デ
モ
な
ど
が
あ
っ
た
）、
一
九
九
六

年
二
月
七
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
。

法
の
骨
子
と
し
て
は
、
中
央
・
地
方
政
府
に
障

害
者
が
生
産
的
な
市
民
と
し
て
参
加
で
き
る
よ
う

サ
ー
ビ
ス
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
、
平
等
な
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
、
障
害
者
が
当
然

受
け
ら
れ
る
権
利
と
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
を
制
定
し
て

い
る
。
ま
た
障
害
の
防
止
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
の
条
項
も
含
ん
で
い
る
。
同
法
の
対

象
と
な
る
の
は
、
イ
ン
ド
の
障
害
認
定
で
四
○
％

以
上
の
レ
ベ
ル
（
日
本
で
は
、
障
害
の
重
さ
は
等

級
で
区
分
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
で
は
、
医
師

に
よ
る
診
断
で
決
ま
る
こ
の
％
を
用
い
て
い
る
。

一
○
○
％
が
最
重
度
の
障
害
で
あ
り
、
例
え
ば
指

の
損
失
は
、
指
先
の
損
失
よ
り
も
全
指
の
損
失
の

方
が
数
字
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
）
の
障
害
者
で

あ
る
。

●
イ
ン
ド
障
害
者
法
を
支
え
る
枠
組
み

イ
ン
ド
障
害
者
法
の
機
能
を
実
施
す
る
機
関
と

し
て
、
中
央
政
府
内
に
障
害
担
当
チ
ー
フ
・
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ナ
ー
（
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）、
中
央
調
整
委
員
会

（
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
と
中
央
執
行
委
員
会
（
Ｃ
Ｅ
Ｃ
）
と

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
委
員
長
は
、
社
会
正
義
・
エ
ン
パ
ワ

ー
メ
ン
ト
省
（
Ｍ
Ｓ
Ｊ
Ｅ
） 
の
大
臣
で
あ
る
。
Ｃ

Ｃ
Ｃ
は
、
障
害
者
関
連
の
政
策
決
定
を
行
い
、
委

員
会
は
三
九
人
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
、
二
四

人
が
政
府
当
局
か
ら
、
一
五
人
が
政
府
任
命
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
、
障
害
関
係
者
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
メ
ン
バ

ー
構
成
の
先
進
性
を
示
す
も
の
と
し
て
、
同
委
員

会
で
は
、
最
低
女
性
が
一
人
、
Ｓ
Ｃ
／
Ｓ
Ｔ
（
指

定
カ
ー
ス
ト
・
指
定
部
族
）
か
ら
一
人
任
命
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

Ｃ
Ｃ
Ｃ
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
政
策
は
、
実
行

に
移
す
た
め
の
諸
規
則
を
定
め
る
委
員
会
で
あ
る

中
央
執
行
委
員
会
（
Ｃ
Ｅ
Ｃ
）
で
さ
ら
に
細
か
い

審
議
が
さ
れ
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｃ
は
、
障
害
関
係
者
五
人

を
含
む
二
三
人
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
は
、
こ
う
し
て
政
府
に
よ
っ
て
取
り

決
め
ら
れ
た
枠
組
み
の
中
で
、
各
州
政
府
の
障
害

担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
業
務
を
調
整
す
る
と
共

に
、
中
央
政
府
に
よ
っ
て
配
分
さ
れ
た
予
算
の
利

用
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
監
視
す
る
任
務
を
担
う
。

ま
た
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
任
務
は
、

障
害
者
の
権
利
に
関
わ
る
様
々
な
異
議
申
し
立
て

と
中
央
・
地
方
政
府
に
よ
る
法
律
・
規
則
・
命
令

・
指
示
等
の
非
施
行
へ
の
苦
情
を
取
り
上
げ
る
こ

と
で
あ
る
。
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
こ
れ
ら
に
関
す
る
決
定

は
民
事
裁
判
の
判
決
と
同
等
の
効
力
を
持
つ
（
一

九
○
八
年
イ
ン
ド
民
事
訴
訟
法
）。
こ
の
他
、
議

会
に
提
出
す
る
障
害
者
政
策
に
関
わ
る
年
次
報
告

を
作
成
す
る
の
も
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
仕
事
で
あ
る
。

上
に
も
述
べ
た
通
り
、
中
央
レ
ベ
ル
だ
け
で
な

く
、
各
州
に
も
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
と

一
九
九
五
年
イ
ン
ド
障
害
者
法
と
当
事
者
運
動
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同
様
の
組
織
が
あ
り
、
州
の
障
害
担
当
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ナ
ー
が
い
る
。
中
央
政
府
か
ら
の
通
達
等
は
、

こ
の
州
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
を
通
じ
て
全
国
に
伝
達

さ
れ
る
他
、
地
方
の
問
題
も
州
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

を
通
じ
て
中
央
政
府
に
あ
げ
ら
れ
る
仕
組
み
と
な

っ
て
い
る
（
た
だ
し
、
制
度
上
の
あ
る
べ
き
姿
と

異
な
り
、
タ
ミ
ル
・
ナ
ド
ゥ
州
で
の
聞
き
取
り
に

よ
れ
ば
、
州
の
こ
う
し
た
障
害
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ナ
ー
に
問
題
を
あ
げ
て
も
な
か
な
か
取
り
上
げ
ら

れ
な
い
こ
と
が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
る
）。

ま
た
こ
の
他
、
障
害
の
予
防
と
早
期
発
見
、
す

べ
て
の
障
害
児
に
一
八
歳
ま
で
の
無
償
教
育
を
与

え
る
と
い
う
内
容
、
そ
し
て
政
府
公
的
機
関
で
の

三
％
の
ポ
ス
ト
の
留
保
、
雇
用
面
で
の
ア
フ
ァ
ー

マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

で
の
差
別
の
禁
止
、
人
的
資
源
の
開
発
・
研
究
の

場
と
し
て
の
障
害
研
究
機
関
の
設
立
、
障
害
者
教

育
機
関
の
認
可
に
つ
い
て
、
ま
た
重
度
障
害
者

（
イ
ン
ド
の
障
害
レ
ベ
ル
で
八
○
％
レ
ベ
ル
以

上
）
の
教
育
機
関
に
つ
い
て
、
社
会
保
障
の
た
め

の
資
金
の
配
分
、
す
な
わ
ち
リ
ハ
ビ
リ
資
金
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
へ
の
資
金
提
供
、
失
業
手
当
、
保
険
ス
キ
ー

ム
に
つ
い
て
の
条
項
な
ど
が
同
法
に
は
あ
る
。

●
最
大
の
問
題
点｜

法
の
実
施

こ
の
よ
う
に
、
条
文
を
見
る
と
そ
の
包
括
性
は

日
本
に
も
な
い
ほ
ど
の
大
変
に
素
晴
ら
し
い
法
律

で
あ
る
が
、
最
大
の
欠
陥
は
制
定
・
施
行
以
来
一

○
年
を
経
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
残
念
な
が

ら
実
施
が
十
分
に
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
法
改
正
も
そ

の
間
、
全
く
行
わ
れ
て
い
な
い
。

●
な
ぜ
実
施
が
さ
れ
な
い
の
か｜

政

府
・
官
僚
制
の
問
題

こ
の
実
施
面
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

・
法
律
の
実
施
を
す
る
十
分
な
権
限
が
担
当
省

庁
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
、 

・
担
当
省
庁
が
担
当
す
る
業
務
の
中
で
「
障

害
」
分
野
の
優
先
順
位
が
低
い
、

・
イ
ン
ド
に
一
般
的
に
見
ら
れ
る
官
僚
制
度
の

硬
直
性
、

と
い
っ
た
こ
と
が
そ
の
理
由
と
し
て
多
く
の
人

々
に
よ
っ
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

最
初
の
も
の
は
、
チ
ー
フ
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

は
、
障
害
に
関
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
民
事
裁
判

の
判
決
に
相
当
す
る
法
的
効
力
を
持
つ
裁
定
を
出

す
こ
と
が
で
き
る
が
、
省
庁
の
中
に
は
そ
う
し
た

裁
定
を
回
避
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
こ
と
を
指
す
。

ま
た
二
番
目
の
も
の
は
、
多
く
の
途
上
国
で
指

摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
で
の
問

題
と
し
て
、
障
害
問
題
が
社
会
正
義
・
エ
ン
パ
ワ

ー
メ
ン
ト
省
（
Ｍ
Ｓ
Ｊ
Ｅ
）
の
担
当
と
な
っ
て
い

る
が
、
同
省
は
Ｓ
Ｃ
／
Ｓ
Ｔ
（
指
定
カ
ー
ス
ト
・

部
族
）
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
問
題
の
担
当
省
で
も
あ

り
、
現
在
の
大
臣
が
指
定
カ
ー
ス
ト
出
身
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
ち
ら
の
方
に
む
し
ろ
重
点
が

置
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

最
後
の
も
の
は
、
さ
ら
に
よ
り
一
般
的
な
も
の

で
あ
る
が
、
官
僚
制
度
の
硬
直
性
、
特
に
イ
ン
ド

で
の
そ
れ
は
、
組
織
の
大
き
さ
や
伝
統
の
古
さ
な

ど
か
ら
変
化
が
非
常
に
起
き
に
く
い
も
の
で
あ
る

こ
と
が
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を

指
す
も
の
で
あ
る
。

●
な
ぜ
実
施
が
さ
れ
な
い
の
か｜

当

事
者
運
動
と
障
害
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
関
わ

る
問
題

ま
た
そ
の
背
景
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

・
イ
ン
ド
で
障
害
者
全
体
の
権
利
を
要
求
す
る

運
動
の
発
足
が
遅
れ
た
こ
と
、
ま
た
障
害
当
事
者

の
政
策
決
定
責
任
者
へ
の
就
任
が
遅
れ
た
こ
と
＝

社
会
に
よ
る
法
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
遅
れ
、

・
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
間
の
経
済
的
な
関
係
（
癒

着
・
子
飼
関
係
）
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
独
立
し
た
意

見
の
提
示
、
要
求
を
妨
げ
た
こ
と
、

・
障
害
者
法
自
体
に
残
る
問
題
と
し
て
、
罰
則

規
定
あ
る
い
は
実
質
的
な
罰
則
規
定
が
欠
け
て
お

り
、
法
の
実
施
の
遅
れ
の
責
任
や
法
の
規
定
の
回

避
へ
の
対
処
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

こ
の
う
ち
、
障
害
当
事
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

一
九
四
七
年
の
イ
ン
ド
独
立
以
来
、
い
く
つ
か
の

障
害
別
の
当
事
者
団
体
は
発
足
し
て
い
た
も
の
の
、

そ
れ
ぞ
れ
ば
ら
ば
ら
に
個
別
の
利
害
を
求
め
て
運

動
し
て
き
て
お
り
、
障
害
と
い
う
障
害
別
を
超
え

た
連
携
の
枠
組
み
が
作
ら
れ
た
の
は
、
よ
う
や
く

一
九
九
三
年
に
障
害
者
権
利
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
・
グ

ル
ー
プ
（
Ｄ
Ｒ
Ｇ
）
が
で
き
て
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
全
国
障
害
者
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｃ

Ｐ
Ｅ
Ｄ
Ｐ
）
の
ジ
ャ
ヴ
ィ
ー
ド
・
ア
ビ
デ
ィ
氏
を

中
心
と
し
た
全
国
的
な
動
き
で
、
団
体
と
い
う
よ

り
は
、
各
地
で
同
時
発
生
的
に
同
様
の
運
動
が
起
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き
、
緩
や
か
な
連
携
を
保
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
Ｄ
Ｒ
Ｇ
が
、
各
地
で
障
害
の
別
を
超
え
た
運

動
の
核
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
は
見
え
な
か
っ
た

「
障
害
者
の
声
」
を
社
会
一
般
と
政
府
に
伝
え
る

大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
癒
着
の
問
題
と
い
う
の
は
、

多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
政
府
か
ら
財
政
支
援
を
受
け
て

い
る
こ
と
を
さ
す
。
Ｍ
Ｓ
Ｊ
Ｅ
の
下
部
組
織
で
あ

る
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
予
算
の
う
ち
、
実
施
額
の
相
当
部

分
が
こ
う
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
支
援
に
あ
て
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
こ
と
自
体
は
障
害
関
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の

国
家
の
支
援
と
い
う
こ
と
で
良
い
こ
と
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
実
際
に
は
、
障
害
当
事
者
で
は

な
く
、
障
害
者
を
支
援
す
る
非
障
害
者
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
状
況
を
さ
ら
に
複
雑
に
さ

せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
障
害
に
よ
っ
て
は
、
支

援
者
に
よ
る
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
オ
リ
エ
ン
タ
リ

ズ
ム
と
い
っ
た
一
歩
間
違
え
ば
、
障
害
者
の
抑
圧

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
よ
う
な
問
題
も
恒
常
的
に

イ
ン
ド
で
は
存
在
し
て
い
る
。

●
障
害
者
担
当
三
機
関
ト
ッ
プ
の
選
出

問
題

こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
障
害
者
法
の
実

施
に
つ
い
て
も
障
害
当
事
者
を
ト
ッ
プ
と
し
た
組

織
が
で
き
る
こ
と
が
、
そ
の
促
進
を
加
速
さ
せ
る

こ
と
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
家
族
も
含
め
た
当
事
者
と
い
う
意
味
で

は
、
Ｍ
Ｓ
Ｊ
Ｅ
の
障
害
関
係
三
大
組
織
で
あ
る
Ｃ

Ｃ
Ｐ
Ｄ
（
障
害
者
担
当
チ
ー
フ
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ

ー
）、
Ｒ
Ｃ
Ｉ
（
イ
ン
ド
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
協
議
会
）、
Ｎ
Ｔ
（
自
閉
症
・
Ｃ
Ｐ
・
知
的
障

害
・
重
複
障
害
者
の
福
祉
の
た
め
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ト
ラ
ス
ト
）
の
う
ち
、
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
を
の
ぞ
く
二

つ
が
よ
う
や
く
今
期
の
指
名
か
ら
障
害
当
事
者
に

な
っ
た
。

Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
で
あ
る
マ
ノ
ー
ジ
・
ク
マ
ー
ル
氏
の

就
任
は
、
興
味
深
い
プ
ロ
セ
ス
で
起
き
て
い
る
。

前
任
者
ウ
マ
ー
・
ト
ゥ
リ
博
士
の
退
任
を
受
け
て
、

Ｃ
Ｃ
Ａ 

（
内
閣
任
命
委
員
会
）
が
最
初
に
任
命
し

た
の
は
、
こ
の
ク
マ
ー
ル
氏
で
あ
っ
た
。
同
氏
は
、

聴
覚
障
害
の
子
供
達
の
聴
覚
訓
練
を
専
門
と
す
る

オ
ー
ジ
オ
ロ
ジ
ス
ト
で
あ
る
が
、
障
害
当
事
者
達

か
ら
は
、
当
事
者
と
は
み
な
さ
れ
ず
（
オ
ー
ジ
オ

ロ
ジ
ス
ト
は
、
ろ
う
の
成
人
達
か
ら
み
れ
ば
む
し

ろ
反
感
を
持
た
れ
る
存
在
で
あ
る
）、
障
害
者
運

動
に
関
わ
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
指

名
に
は
反
対
の
声
が
あ
が
っ
た
。
そ
こ
で
新
た
に

指
名
さ
れ
た
の
が
、
Ｈ
・
Ｃ
・
ゴ
エ
ル
博
士
で
あ

っ
た
。
ゴ
エ
ル
博
士
は
、
サ
ー
フ
ダ
ル
ジ
ャ
ン
病

院
（
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
）
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

部
部
長
で
、
彼
自
身
が
障
害
者
で
あ
っ
た
。
こ
の

指
名
は
障
害
当
事
者
と
い
う
こ
と
で
、
Ｄ
Ｒ
Ｇ
を

は
じ
め
と
す
る
障
害
当
事
者
団
体
か
ら
も
歓
迎
さ

れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
経
営
上
の
理
由
で
ゴ
エ

ル
博
士
は
こ
の
指
名
を
辞
退
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
再

三
、
延
長
さ
れ
て
い
た
前
任
者
ト
ゥ
リ
博
士
の
任

期
延
長
に
も
限
度
が
出
て
き
て
、
つ
い
に
Ｄ
Ｒ
Ｇ

な
ど
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
度
、
最
初
指

名
さ
れ
た
ク
マ
ー
ル
氏
が
指
名
さ
れ
、
そ
の
職
に

つ
く
こ
と
と
な
っ
た
。
同
氏
に
つ
い
て
は
、
他
に

も
貧
困
州
で
あ
り
な
が
ら
、
政
治
的
影
響
力
も
強

い
ビ
ハ
ー
ル
州
の
出
身
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

お
り
、
そ
う
し
た
背
景
も
同
氏
の
再
度
の
指
名
を

後
押
し
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｃ
Ａ
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
た
Ｒ
Ｃ
Ｉ
の
議
長

は
、
退
役
軍
人
イ
ア
ン
・
カ
ル
ド
ー
ゾ
元
陸
将
補

で
あ
る
。
障
害
当
事
者
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

大
き
な
反
対
も
な
く
、
最
初
の
指
名
か
ら
一
貫
し

て
指
名
の
揺
れ
も
な
く
就
任
に
至
っ
た
の
は
、
こ

の
カ
ル
ド
ー
ゾ
議
長
の
み
で
あ
る
。

Ｎ
Ｔ
の
議
長
は
、
プ
ー
ナ
ム
・
ナ
タ
ラ
ジ
ャ
ン

女
史
で
あ
る
が
、
彼
女
は
、
タ
ミ
ル
・
ナ
ド
ゥ
州

の
チ
ェ
ン
ナ
イ
に
あ
る
ヴ
ィ
デ
ィ
ヤ
・
サ
ー
ガ
ル

と
い
う
神
経
性
障
害
児
・
者
の
教
育
・
訓
練
施
設

の
長
で
、
こ
の
分
野
で
二
○
年
以
上
の
キ
ャ
リ
ア

の
あ
る
人
物
で
あ
る
。
障
害
当
事
者
の
親
と
し
て

の
活
動
を
は
じ
め
、
広
い
意
味
で
の
障
害
当
事
者

に
含
ま
れ
る
。
当
初
、
Ｃ
Ｃ
Ａ
は
、
前
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｄ

の
ト
ゥ
リ
博
士
を
指
名
し
た
も
の
の
、
彼
女
に
つ

い
て
も
Ｄ
Ｒ
Ｇ
が
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
と
し
て
の
実
績
を
評

価
で
き
な
い
と
し
て
反
対
し
、
彼
女
か
ら
も
断
ら

れ
た
た
め
、
適
当
な
人
が
他
に
い
な
い
と
し
て
、

前
任
者
の
ア
ロ
ー
カ
・
グ
ハ
氏
の
続
投
を
命
じ
た

が
、
Ｄ
Ｒ
Ｇ
の
抗
議
運
動
に
よ
っ
て
、
こ
れ
も
断

念
に
至
っ
た
。
そ
の
結
果
、
再
度
再
開
さ
れ
た
二

○
○
五
年
の
四
月
に
始
ま
っ
た
選
考
過
程
を
経
て

ナ
タ
ラ
ジ
ャ
ン
女
史
が
就
任
し
て
い
る
。

●
イ
ン
ド
障
害
者
法
の
修
正

イ
ン
ド
障
害
者
法
に
関
し
て
は
、
二
○
○
五
年

に
Ｍ
Ｓ
Ｊ
Ｅ
が
突
如
、
同
法
の
修
正
に
関
す
る
提
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案
募
集
を
同
年
七
月
締
め
切
り
で
出
し
、
さ
ら
に

今
年
に
入
っ
て
か
ら
同
省
の
修
正
提
案
が
七
月
に

同
省
の
ウ
ェ
ブ
・
ペ
ー
ジ
に
出
さ
れ
た
。
こ
の
修

正
案
は
、
同
法
が
作
ら
れ
て
ま
も
な
く
設
立
さ
れ

た
ア
ミ
タ
・
ダ
ン
ダ
委
員
会
（
ア
ミ
タ
・
ダ
ン
ダ

は
同
委
員
会
の
委
員
長
の
名
前
で
あ
る
）
と
呼
ば

れ
る
修
正
案
の
委
員
会
に
よ
る
修
正
案
を
踏
襲
し

た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
障
害
に
つ
い
て
の
定
義
を

更
新
し
た
ほ
か
、
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
の
項
目
の
強
化
や
Ｃ
Ｃ
Ｃ
や
Ｃ
Ｅ
Ｃ
に
つ

い
て
の
規
定
を
同
法
か
ら
規
則
に
移
し
た
こ
と
、

教
育
や
雇
用
に
つ
い
て
の
内
容
を
よ
り
実
質
的
に

効
果
の
あ
る
も
の
に
す
る
な
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
委
員
会
か
ら
の
修
正
提
案
は
、

そ
れ
が
提
出
さ
れ
た
一
九
九
九
年
以
来
、
ず
っ
と

Ｍ
Ｓ
Ｊ
Ｅ
の
内
部
で
日
の
目
を
見
る
こ
と
な
く
、

お
蔵
入
り
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
突

如
出
さ
れ
た
背
景
に
は
、
先
に
述
べ
た
ク
マ
ー
ル

氏
の
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
へ
の
就
任
が
関

係
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
も
う
ひ

と
つ
の
背
景
と
し
て
、
国
連
に
お
け
る
障
害
者
の

権
利
条
約
の
動
き
を
受
け
て
、
イ
ン
ド
の
障
害
関

係
国
内
法
を
整
備
し
な
い
と
い
け
な
く
な
っ
た
こ

と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
法
に
対
す
る
ク
マ
ー

ル
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
積
極
的
な
態
度
は
評
価
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
こ
の
修
正
提

案
は
、
イ
ン
ド
の
障
害
当
事
者
団
体
と
の
十
分
な

協
議
を
経
る
こ
と
な
く
出
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、

こ
の
Ｍ
Ｓ
Ｊ
Ｅ
の
修
正
提
案
に
対
す
る
意
見
募
集

が
障
害
当
事
者
団
体
か
ら
の
批
判
を
受
け
て
、
再

三
延
長
さ
れ
る
と
い
う
事
態
と
な
っ
て
い
る
（
現

在
の
と
こ
ろ
、
二
○
○
七
年
の
一
月
ま
で
延
長
）。

こ
う
し
た
中
、
こ
の
修
正
提
案
に
対
し
て
は
、

障
害
当
事
者
団
体
か
ら
、

・
同
法
が
依
然
と
し
て
効
果
を
発
揮
し
て
い
な

い
根
本
的
原
因
に
触
れ
て
い
な
い
、

・
ア
ミ
タ
・
ダ
ン
ダ
委
員
会
は
自
閉
症
、
脳
性

マ
ヒ
、
血
友
病
、
重
複
障
害
、
地
中
海
貧
血
（
サ

ラ
セ
ミ
ア
）、
言
語
障
害
を
含
む
六
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
含
め
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
依
然
と
し
て
現
行
の
ま

ま
七
つ
に
限
定
さ
れ
て
い
る
、

・
同
委
員
会
に
よ
る
勧
告
で
は
、「
教
育
に
つ

い
て
の
章
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
障
害
に
は
、
あ
る

種
の
学
習
障
害
も
含
め
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
の

に
含
め
て
い
な
い
、

・
血
友
病
と
地
中
海
貧
血
に
つ
い
て
は
、
長
い

こ
と
障
害
に
含
め
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
出
て

い
る
の
に
、
先
送
り
さ
れ
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

も
障
害
の
領
域
に
入
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
の
に

入
っ
て
い
な
い
、

と
い
う
問
題
が
出
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

や
Ｃ
Ｅ
Ｃ
の
規
定
が
規
則
に
移
る
こ
と
で
、
こ
れ

ら
の
弱
体
化
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸

念
も
表
明
さ
れ
て
い
る
。

●
ま
と
め

障
害
者
の
問
題
は
、
①
教
育
、
②
雇
用
、
③
ア

ク
セ
ス
に
集
約
さ
れ
る
が
、
イ
ン
ド
障
害
者
法
で

は
、
こ
れ
ら
の
三
つ
は
す
べ
て
網
羅
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
意
味
で
も
世
界
的
に
も
非
常
に
す
ぐ
れ
た
包

括
性
を
持
つ
法
律
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
考

え
て
も
、
こ
の
法
律
が
着
実
に
実
施
さ
れ
、
イ
ン

ド
の
社
会
が
障
害
者
を
も
開
発
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
取
り
込
む
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
を
実
施

す
る
良
い
モ
デ
ル
、
ま
た
障
害
者
の
持
つ
能
力
を

十
分
に
活
か
す
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
面
で
も
良

い
モ
デ
ル
を
示
せ
る
状
況
が
一
日
も
早
く
訪
れ
る

こ
と
を
願
い
た
い
。

イ
ン
ド
の
障
害
当
事
者
運
動
の
積
極
的
な
活
動

に
も
ま
た
注
目
し
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で

も
述
べ
た
よ
う
に
、
同
法
の
成
立
、
そ
の
施
行
の

た
め
の
背
景
と
し
て
、
こ
の
運
動
が
果
た
し
て
き

た
役
割
は
大
変
に
大
き
い
。

最
後
に
、
イ
ン
ド
の
障
害
者
法
が
、
こ
の
地
の

障
害
者
を“D

isabling ”

す
る
法
律
に
な
っ
て
し

ま
わ
な
い
よ
う
に
、
障
害
者
法
の
モ
デ
ル
と
な
る

よ
う
に
、
法
の
速
や
か
な
改
正
と
実
施
そ
し
て
障

害
当
事
者
が
関
わ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
、

指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（
も 

り　

そ
う
や
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
新
領

域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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